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消
防
の
歴
史
は
古
く
、
そ
の
ル
ー

ツ
は
江
戸
時
代
の
「
町ま
ち
び
け
し

火
消
」
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
火
災
や
災
害
発
生

の
知
ら
せ
を
聞
い
た
町
火
消
は
、
互

い
の
組
の
名
誉
を
か
け
て
活
動
に
あ

た
り
、
消
防
の
発
展
に
多
大
な
成
果

を
挙
げ
た
と
い
い
ま
す
。
明
治
27
年

に
従
来
の
自
治
的
消
防
組
織
体
制
か

ら
行
政
の
手
に
よ
る
消
防
へ
と
統
一

を
図
る
た
め
、「
消
防
組
規
則
」
が
政

　

平
常
時
に
お
い
て
も
、
訓
練
の
ほ

か
、
応
急
手
当
の
普
及
指
導
、
住
宅

へ
の
防
火
指
導
、
特
別
警
戒
、
広
報

活
動
な
ど
に
従
事
し
、
地
域
に
お
け

る
消
防
力
・
防
災
力
の
向
上
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
定
例
幹
部
会
議

・
消
防
学
校
研
修
（
初
任
科
、
機
関

　

科
、
指
導
員
養
成
科
）

・
水
防
訓
練
（
鬼
怒
・
小
貝
、
利
根

　

川
水
系
）

・
み
ら
い
フ
ェ
ス
タ
・
綱
火
警
戒

府
に
よ
り
公
布
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
現
在
の
市
町
村
消
防
団
の
前

身
で
あ
る
消
防
組
が
全
国
各
地
で
誕

生
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
消
防
団
は
本
業
を
持
ち
な

が
ら
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ
い

て
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た

め
に
活
躍
し
て
い
る
人
た
ち
が
集
ま

る
市
町
村
の
消
防
機
関
の
一
つ
と
し

て
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
消
防
団
員
は
、消
防
・

防
災
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
習
得

し
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
消
火
活

動
、
地
震
や
風
水
害
と
い
っ
た
大
規

模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
救
助
・
救

出
活
動
、
警
戒
巡
視
、
避
難
誘
導
、

災
害
防
御
活
動
な
ど
に
従
事
し
、
地

域
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め

に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
消
防
団
は
地
域
に

お
け
る
消
防
・
防
災
の
中
核
的
存
在

と
し
て
、
今
後
も
大
い
に
活
躍
す
る

消
防
団
と
は
ど
ん
な
も
の
？

消
防
団
の
主
な
活
動

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。　

特集：守りたい人がいる　守りたいまちがある

・
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

・
防
災
訓
練

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
指
導
者
研
修

・
出
初
式

・
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド

・
夜
間
火
災
予
防
広
報

・
消
火
栓
点
検

・
小
中
学
校
操
法
展
示

火災予防パレードの様子
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消防学校初任科研修の様子


